


 ＮＰＯ法人市民共同発電をひろげる城陽の会  講演会  

省エネと再生可能エネルギーを考える講演会    
  

太陽光発電や風力発電など再生可能エネルギーに関心をお持ちのみなさん、そして再生

可能エネルギーを地域の活力、まちづくりに生かそうとお考えの皆さんへ。新基軸の風力

発電.・レンズ風車のお話です。 
風車に覆いをつけると回転力が増大する、この原理を応用して九州大学と連携してレン

ズ風車を開発・生産している会社が南丹市にあります。㈲共立機工です。その取り組みは

日曜日のテレビ番組、「夢の扉」でも紹介されています。どのような風車なのか、その性能

と可能性、将来に羽ばたく夢をぜひお聞きください。 

入場無料 後援：城陽市  

講師 岩永康弘氏 
（共立機工  社長 城陽市在住）  

タイトル 「レンズ風車で広がる風力発電  

日 時 ２０１５年５月２３日（土）  

    午後２時から  

場 所 文化パルク城陽  西館３F 第４会議室  
（近鉄寺田駅 南へ 10 分        
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風車（南丹市） 
NPO 法人市民共同発電をひろげる城陽の会は、2013 年 8 月に再生可能エネルギーによる発電 
を市民の力でさらにすすめようと設立された団体です。現在までの１年余りで７基３５ｋｗ/
ｈの太陽光発電設備の設置を実現しました。             

問合せ先 NPO 法人市民共同発電をひろげる城陽の会  (0774-55-4190)    2015.04                          





市民共同発電の会 

再生可能エネ ｰ地中熱利用－講演会 
   

“地中熱”をご存知ですか、身近なエネルギーです。例えば井戸水が夏は冷たく、冬は温かいことをご

存知のことと思います。それこそが地中熱なのです。四季のある私たちの国・日本では、この温度差を利

用する冷暖房・融雪などの省エネ（地中熱利用）がＣＯ₂の大幅削減や

温暖化防止に大きく貢献します。 

地中熱は足元のクリーンエネルギーと言われています。しかし、火

山や温泉の地熱利用と混同されることもあり、現代人には忘れられた

エネルギーでもあります。 

身近なエネルギーである地中熱利用を広く知っていただき、快適な

暮らしや地球温暖化防止に役立てることが出来ればと思っています。

ぜひご参加ください。                 城陽市後

援 

事前申込・参加費は不要です。 

  

日時   ５月２８日（土）１時３０分～3 時  

  

場所   文化パルク城陽   大会議室  

                                             （近鉄   寺田駅   南へ徒歩７分）  

テーマ   足元のクリーンエネルギー  

                       地中熱を利用しよう！  

                                                                                                              スカイツリーは地中熱を利用しています。 

講師   服部   旭   氏                                
地中熱利用促進協会ｈｐより

 

                                         （ＮＰＯ法人・地中熱利用促進協会   顧問）                                                                                       

服部   旭氏の略歴  

京大理学部卒   三菱金属鉱業（現   三菱マテリアル）入社。地下資源探査に従事。国内  

はもとよりフィリピンなど海外探査多数。地中熱利用促進協会事務局長を経て現職。  

     

☆☆ みなさんのご参加を、お待ちしています ☆☆ 

主催 ＮＰＯ法人市民共同発電をひろげる城陽の会 城陽市寺田今堀52-106 55-4190  2016.04 



        

 
 
 
 
 
この講演は、原発ゼロをめざす城陽の会・新日本婦人の会城陽支

部・株式会社ランドホーム・エコテック株式会社・清栄ハウジング

株式会社・城陽久御山民主商工会・ＮＰＯ法人地中熱利用促進協会・

年金者組合城陽支部、サンマスト・平山宅建株式会社その他の協賛

を得て行います。  
                     ＮＰＯ法人市民共同発電をひろげる城陽の会  2016.04 






